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した消費行動の促進に照準が当てられているようであ
る」として著者は違和感を示す。
　番組はその一方で、農村の変革、地主と小作人など
の問題、憲法や民主政治、基本的人権、自由、平等、
権利、一票の行使など、憲法にうたわれた内容を具体
的に解説するテーマの週も多い。
　さて、「NHK婦人運動がもたらしたもの―栄光と消
滅」の第５章が社会教育の視点から書かれた本書の中
心部分であろう。著者は『NHK婦人学級』に参加した
女性たちの活動や感想を自費出版した資料を手掛かり
に、参加者たちのライフコースに焦点を当て、社会教
育としての成果の検証をした。学級に参加することで
家庭から解放される喜び、組織や市民運動に参加する
という体験、新しい知識を取り入れ勉強することの知
的刺激、時代の進展に重なる学習テーマに関心、と
いった成果を著者は見出した。
　個人の記録から抜き出したものの中には、例えば、
「老後の設計」について話し合ううちに福祉の勉強を
して、もういちど職業に就こうとした人、また、労働
省全国婦人会議の所感文応募を果たした人などもい
る。さらに、集団学習を通して集団として向上を果た
したグループもあって、そこでは、放送終了から１７年
たった１９８９年の段階で、民生委員１人、保護司２人、
協助員１人、補助教員１人、選挙協議会副会長１人、
町会役員２人などを輩出しているという。もともと、
いろいろな能力と可能性をもった人たちではあったろ
うが、NHKのラジオ放送と『NHK婦人学級』がきっか
けを与えたのは、確かだろう。
　この章を著者はこうまとめる。「都市部では公的組
織と手を組んだ消費者活動や、資格を入手しての福祉
活動などが盛んであったが、地方では意外なことに政
治的活動が多く、地域密着型の地道な活動が行われて
いたようである」「都市部では一部サロン化して、趣
味や旅行という楽しみを重視する参加者も多かったよ
うであるが、農村部では収入や直接生活に役立つこと
に焦点が結ばれていたようである」。『NHK婦人学級』
は、ある人々には生活時間割の一部に組み込まれ、そ
れを視聴することが習慣化され、生活のよりどころと
なっていたのが著者の分析により明らかにされた。
　欲を言えば、どのような人が次への社会貢献につな
がり、また、どのような人が個人的な趣味としてのそ
れにとどまったのか、本人の性質、おかれた環境、
ジェネレーションによる社会風土の違いなどが分かる
ともっと面白いので、今後の研究に期待したい。
　結論の章で、著者は本書の目的を明かす。「１９６０年
代の日本の高度成長の裏に、日本女性の、妻として、
母として、安価な労働力として、賢い消費者として、
平和の守護者としての大活躍が潜んでいた事実を明ら
かにすることが、この研究の目的である」。『婦人の時
間』『NHK婦人学級』の中にそのようなテーマがある
ことは事実だ。しかし、NHKが奨励した組織に参加
した人は、世間の中のわずかな人々にすぎないこと、
その中身をその通り受け取った人ばかりではないこと
を考え合わせると、あきらかになったとは言い難いの
ではないか。前者は標本（サンプル）の問題であり、
後者は、メディア・リテラシーの問題でもある。
　本書では、保有する文書を一つ一つ丁寧に読み込
み、分析を試みていることは評価に値する。しかし、
どこか手ごたえが今ひとつという感じがし、それが何
なのか理由を考えてみたら、二つのことに思い当たっ
た。ひとつは、放送番組のことを述べているのに、そ
の音声や映像をともなった現実の姿が浮かんでこない
ことである。もちろん、当時のテープはほとんど残っ
てないが、一部はNHKアーカイブスに保存されてい
ることがインターネットで確認できた。放送における
台本は骨組みとして大事だし、NHKの場合、民放よ
りは台本に忠実に放送されるのは確かだが、常にその
通りというわけでもない。特に、質問は書いてあって
も、答えはゲストがその時に応えるものも多いので、
議題設定のし方は分かるが、答えの内容はつかめない
ことも多い。
　さらに、ラジオなら音声が伴えばことばの調子がつ
かめて雰囲気がわかるし、テレビの場合は映像があれ
ば背景にある状況がつかめる。ことば以外のさまざま
な表現がなされている。したがって、今後の課題とし
て、できる限り実際の放送テープを視聴する努力をし
てはどうか。もう一つは、『NHK婦人学級』参加者の
インタビューである。年齢的に今が聞き取りの最後の
チャンスだろう。実際にあって話を聞くと、本人が書
いていないことで重要な発言が出てくることも多い。
　これは、評者のないものねだりだが、実行できれば
この論文がさらに興味深いものになるのは間違いな
い。骨の部分だけでなく、もっと肉や皮膚のついたも
のを見てみたいというぜいたくな願望である。
（こだま・みいこ　武蔵大学教授）
書　評
162
